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◉ 2019年度　基礎研修Ⅲ、全課程を修了しました。

報告　防災と福祉の連携促進モデル事業実行委員会事務局

日本列島各地で頻発する災害。地震や津波、土砂崩れなどのリスクに関する報道を目にする機会も
増えています。
兵庫県の「防災と福祉の連携促進モデル事業」は、ひとりで避難することが難しい高齢者や障害者（避

難行動要支援者）を地域ぐるみで支えることを目指しています。本会は県防災企画課から委託を受けて、
当該事業の実行委員会事務局を担っています。2018年度に 2市町でスタートし、2019年度には36市町
に広がりました。
事業は、主に福祉専門職を対象にした「防災対応力向上研修」と、地域住民が参加する「地域モデ

ル事業」の二本立てです。
「防災対応力向上研修」は、ケアマネジャーや相談支援専門員といった福祉専門職が防災に関する知
識を身につけ、適切な災害時個別支援計画の策定や地域づくりに取り組むことを目指しています。「地
域モデル事業」は、要支援者と地域住民、福祉専門職が協力して準備を進め、住民が中心となって避
難訓練を実施し、地域の防災力を高めることを目標としています。
この事業では、十数名の会員が「連携支援員」として活動。上記の防災対応力向上研修や、県内各

市町の住民向けに開催された「福祉理解研修」で講師を務めたり、調整会議（ケース会議）や避難訓
練を〝取材〟して報告書にまとめたりする作業を進めてきました。完成した報告書は県のホームペー
ジに掲載される予定です。

【研修・イベント概要】

「誰ひとり取り残さない避難」へ
　　　　　　　　防災と福祉の連携促進モデル事業

さる 3月 1日、基礎研修Ⅲの最終集合研修が開催されました。基礎研修Ⅰでは集合研修 2回、事前
課題　計 8本、基礎研修Ⅱでは、集合研修 9回、事前課題　計 6本　科目修了計 2本　合計 8本、基
礎研修Ⅲでは、集合研修10回、事前課題　計 8本　科目修了計 6本　合計14本という、ハードなスケ
ジュール・課題をこなし、49名の方が修了されました。内訳ですが、 3年間での修了が31名、 4年間
での修了が11名、 5年間での修了が 6名、 6年間での修了が 1名となっております。
生涯研修制度においては、基礎研修課程は「社会福祉士として共通に必要な価値・知識・技術を学び、

社会福祉士の専門性の基礎を身に付ける」ものと位置付けられています。また、習得した実践力を担
保することを目的とした「認定社会福祉士制度」におい
ても基礎研修課程の修了が必須となっております。
基礎研修課程を修了された方は、認定社会福祉士取得

を目指す、成年後見人材育成研修の受講、基礎研修のファ
シリテーター・講師など、様々な今後の目標があるかと
思いますが、今後益々の自己研鑚を重ねられ、社会福祉
士としての専門性を高めていただくことを祈念いたしま
す。
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　　Ｐ 53の統一フォーマットを使用してお申込みください。

※　各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予
めご了承いただきますようお願い致します。
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研修開始の2時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。ま
た、特別警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する
場合がありますのでご了承ください。 
基準等は、本会ホームページをご参照ください。 http://www.hacsw.or.jp/  
 
研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2 時間前に本会ホームページ、または本会ホームペー
ジ下部にある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。

自然災害による中止及びその告知について

新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を受け、研修・イベントについて開催直前に
中止または延期の決定がなされる場合があります。中止・延期の案内は本会ホームページまたは 
Facebook にて掲載いたします。お申し込みくださった皆様には、急なご案内となりご迷惑をおかけ
しますが、研修等の参加の前には予めご確認いただくとともに、ご理解をいただきますようお願い
申し上げます。

個別連絡は致しませんので、予めご了承いただきますようお願いいたします。 

新型コロナウイルス対策による研修・イベント中止または延期について 

皆様のお手元には開催要項が届いていると思いますが、 6月 6・ 7日開催予定だった本大会を中
止することになりました。ご承知のとおり、新型コロナウイルスが日本のみならず世界各国で感染
拡大しており、国や自治体、企業やさまざまな団体等で多様な対策が取られていますが、はっきり
といつ収束するかという見込みが立っておりません。
私たち社会福祉士は、人びとの暮らしを支える専門職であり、多くの社会福祉士が高齢者や障害
者など最も感染リスクを避けるべき方々の支援をしています。
社会福祉士自らが感染源になることは厳に避ける必要があることから、本大会の参加を全国の皆
様に対して勧奨することを慎まなければなりません。こうした情勢はいつになれば改善するか目途
が立ちません。
全国大会への参加を検討していただいた皆様、開催に向けてご協力ご支援をいただいた皆様には
大変申し訳なく、また残念ではありますが、全国大会中止の決定についてご理解くださいますよう
お願い申し上げます。

第28回日本社会福祉士会全国大会社会福祉士学会高知大会中止のお知らせ
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報告 施設参観
　　　～神戸地方裁判所・神戸地方検察庁～

報告　更生支援委員会　マドフォ 恵

　今回、初めて神戸地方検察庁を訪問し、また地方裁判所で裁判を傍聴する機会を得ました。法
によって秩序を保ち、市民の生活を守っているわが国の懐を垣間みる経験でした。検察庁の取調
室にはモニターがあり、随時録画されているということでした。取り調べの可視化は、ただ冤罪
を防止するということだけではなく、そこで録画されたことは裁判で重要な証拠としての役割も
果たすこともあるということでした。可能な限り公明正大に事実を明らかにしようとする検察庁
の姿勢を感じました。また、子どもから事情聴取する部屋もありました。子どもたちが犯罪に加
担したり巻き込まれたりする現実社会の残酷さを思うと同時に、明るく温かい部屋で、専門の職
員が、その子を受容しながら聞き取りを行っている様子が想像され、少しほっとした思いを味わ
いました。
　裁判の傍聴においては、検察官が被告人の罪状とその罪深さを、被害者の心情を鑑みながら、
被告人本人とその弁護士、そして裁判官に的確に訴える堂々たる風格に感銘をうけました。検察
官は被告人の罪過を明確にする立場にありますが、その重責を担うのは容易ではないだろうと思
います。被告人に対してその罪を立証するためには、種々の証拠による確固たる裏付けがなけれ
ば不可能でしょう。被害者の立場に立てば、加害者の悪を断罪し、できるだけもとの生活に戻れ
るようにしてあげたい気持ちが働くでしょう。またもし被告人の罪科の背景を考えるなら、簡単
に人を断罪できない、そういうジレンマの中で、自分を堅固に保ち、正義を貫き社会の秩序を守
る使命に生きる姿は美しいと思いました。
　この施設見学の少し前に、職場近くで発砲事件があり、周辺道路は閉鎖され、スーパーは緊急
休業となる物々しさでした。その事件の関係者らもこの部屋で取り調べを受けたと説明を受けた
とき、臨場感が増しました。
　裁判を待っている被告人たちが廊下を行
き交っているという理由から、施設見学は
限られたものになりましたが、それは被告
人のプライバシーを守るためということで
した。ここにたとえ相手が被告人であれ、
その人の人権を重んじる検察庁の配慮をみ
ることができました。ありがとうございま
した。

【所感等】

開催日　　2019年12月 3 日　　参加者数　　45名
会　場　　神戸地方裁判所・神戸地方検察庁
講　師　　神戸地方検察庁職員

　午前中に神戸地方裁判所で刑事裁判を傍聴し、午後から神戸地方検察庁職員による裁判の解説
を受けました。

【研修・イベント概要】
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報告 2019年度　兵庫県社会福祉士会丹波ブロック　研修会
「高齢者・障がい者のライフプランニング」

報告　丹波ブロック

　昨年老後の資金として、2,000万円が必要とのニュースが流れ、話題となりましたが、実際介護
が必要となった場合、サービス利用費や住宅改修などで約700万円、がんや心筋梗塞などになれば、
治療費として約300万円が生活費とは別で必要なことが、報告されました。
　まだ若い方については、今のうちから老後の資金を蓄えることが大切です。通常の預貯金でリ
スクはありませんが、現在の利率で資産を増やすことは難しく、これからの社会情勢を考慮すると、
生活費を切り詰めた老後を迎えることが予測されます。資産の増やし方には、個人年金などの保
険に加入する方法もあれば、多少のリスクも想定した上で投資や株式を行う方法もあります。結
婚や出産、育児などの自分のライフイベントも踏まえて、早い段階でライフプランニングをして
おくことが大切です。
　一方、すでに高齢となり年金生活をされている方については、資金のある方は短期的な投資な
どで資産を増やす方法があります。また、現在保有している土地や建物を担保に老後資金の融資
を受ける「リバースモーゲージ」というものもあります。預貯金が無くとも、土地や建物などの
資産があれば、老後資金を確保できる可能性がありますが、老後の資産運用はローリスクのもの
を選ぶことが肝要です。
　障がいのある方については、養護者が早いうちから資産を増やす取り組みをすることが大切で
す。また、「障害者扶養共済制度」や「障害者医療費助成制度」などの制度のほか、障がいがあっ
ても入れる保険や遺言代用信託などを活用することで、障がいのある方の老後の資金を確保する
ことができます。
　いずれにしても、何も手立てを講じなければ、老後の資金が自然に増えることはまずありません。
預貯金をすることも非常に重要なことではありますが、それだけでは老後を安心して迎えられな
い時代に突入しています。私たち社会福祉士は、直面する問題を解決することも重要ですが、今
回の研修でファイナンシャルプランナーという相談窓口を知り、将来の不安を解決することも安
心への第一歩だと学ぶことができました。

【所感等】

開催日　　2020年 2 月 1 日　14時～16時　　参加者数　　28名
会　場　　丹波篠山市民センター
講　師　　株式会社ファモア
　　　　　代表取締役　武田 拓也氏（ファイナンシャルプランナー・社会福祉士）

　「高齢者・障がい者のライフプランニング～ファイナンシャルプランナーと社会福祉士の視点で～」
をテーマに、武田拓也氏にご講演いただきました。
　武田氏は関西福祉大学を卒業後、高齢者施設に就職。施設
長なども経験した後に金融機関に転職。その後、株式会社ファ
モアを設立。有料老人ホームに勤務していた時に経済的な理
由から退居となる人を見てきた経験から、お金にかかる将来
の不安を解決することで、本人や家族が笑顔で過ごせる環境
を提供したいとの思いで現在ファイナンシャルプランナーと
してご活躍されています。

【研修・イベント概要】
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報告 発達障がい児・者と家族の支援について学ぶ研修

報告　障がい福祉委員会

　講演の中では、発達障がいの基礎知識、「問題行動」とされるものの背景要因などについての解
説のほか、特に強度行動障がいと呼ばれる特性をもつ人たちへの支援における具体的なエピソー
ドが数多く紹介され、多くのヒントを頂きました。参加者の中には、医療・福祉・教育・療育な
どの専門職に加えて、当事者の家族の
方もおられ、皆さん非常に熱心に講演
を聞き入っておられました。一人ひと
りの当事者にしっかり向き合い丁寧に
関わり続けることの大切さや、「自立」
の意味を再考することの必要性を再認
識することができました。
　貴重なご講演を頂いた天野氏と、遠
方からご参加下さった方々にも、心よ
りお礼申し上げます。

【所感等】

開催日　　2020年 2 月16日　　参加者数　　40名
会　場　　神戸市立東部在宅障害者福祉センター
講　師　　天野 一雄氏（行動障害支援センターのぞみ　センター長）

　近年、発達障がい児・者をめぐるさまざまな課題が注目を集め、「発達障がいとは何か？」につ
いて学ぶ機会も増えています。しかし「発達障がい」と一口に言っても、その表れ方や困りごと
は非常に多様であり、その人に合った関わり方や支援が重要です。そこで本研修では、障がい児・
者の支援に携わって来られた天野一雄氏を講師にお招きし、発達障がいについての実践的な理解
を深める機会としました。

【研修・イベント概要】
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　今日は事例報告や演習、事例検討、情報提供を主体とした、多くの学びを得られる場となりま
した。
　前半の原田委員長の講演では10事例を報告し、支援方法や結果を詳細に説明されました。今、
話題となっている芸能人の薬物依存の例も取り上げながら、「依存症は病気であり、罰ではなく治
療が必要」という事を強調されました。犯罪者となっても保釈されれば、地域でその人らしく暮
らしていく権利が彼らにはあります。環境や成育歴、人間関係に着目しながら、社会でその人ら
しく生活することを目的とすることで、再犯を抑制できるのはないか、と考えます。
　後半は事例をもとにグループでアセスメントを行いました。クロスアディクションの難しい事
例でしたが、それぞれの立場から見立てを行い、そんな考えもあるのか、という新しい発見もあ
りました。今後の支援に大きな力をいただきました。

【所感等】

原田委員長による講義の様子 佐藤副委員長によるグループワークの様子

　地域で福祉施設や相談機関に従事している社会福祉士や精神保健福祉士、司法分野に関心のあ
る福祉関係者が、罪を犯した知的・精神障がい者や高齢者等への支援（フォレンジック・ソーシャ
ルワーク）について基本的な理解を深めるとともに、支援のスキルアップを図ることを目的に開
催されました。

【研修・イベント概要】

報告 フォレンジック・ソーシャルワーク研修
　　　（刑事司法ソーシャルワーク実践研修）

報告　更生支援委員会　松下 かおる

開催日　　2020年 2 月23日　　参加者数　　27名
会　場　　兵庫県中央労働センター201会議室
講　師　　更生支援委員会　原田 和明委員長，佐藤 寛士副委員長
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　今回の企画は、生活困窮者自立支援法が改正され、さらなる取り組みが進む中、昨今、国内に
100万人以上いるとも言われる「ひきこもり」の方の支援を「就労支援」という観点から考えるこ
とを目的に開催したものです。
　当日は38名の参加があり、ひきこもりという課題への関心の高さがうかがわれました。
　研修会は 2部構成のプログラムですが、第 1部は基調報告として、「地域共生・地域の支え合い
の実現が求められる現状について」と題して、本会会員で、日本社会福祉士会生活困窮者支援委
員会委員の近藤健太さんからご報告がありました。内容は先に東京で開催された「生活困窮者支
援ソーシャルワーク研修会」の概要を引用しての報告でした。厚生労働省は「地域共生社会」を
目指して、①断らない相談～年齢・属性にかかわらず受け止める、②参加支援～状態に合わせて、
社会資源を活用して社会とのつながりを回復する、③地域づくりに向けた支援～地域での孤立防
止と新たなつながりづくり、に取り組む事業方針を打ち出しています。それを担う専門職には問
題解決に向けて、本人主体に「伴走型支援」ができ、様々な機関、地域の連携を構築する力が求
められます。
　第 2部は第 1部を受けて“「入口支援」と「出口支援」としての「就労支援」を考える”と題し
て、パネルディスカッションを行いました。近藤氏からは、生活保護受給者に対する就労支援の
状況について、事例を交えて報告をいただきました。続いて、三谷氏からは、芦屋市の生活困窮
者自立支援制度について、相談の入り口
である「総合相談窓口」から具体的な支
援の流れや相談概要について、事例を交
えてお話しいただきました。さらに、畑
中氏からは、事業概要と障害者の就労支
援、生活困窮者自立支援制度と連携して
障害が窺われる方への就労支援の取り組
みについて、報告をいただきました。こ
れらを受けて、現在ひきこもり当事者の
支援を行っている泉氏から、ひきこもり
の「存在」を問題視するのではなく、「実存」

【研修・イベント概要】

報告 生活困窮者の「入口」と「出口」を支えて
　　　～就労支援を考える～

報告　生活困窮者支援委員会 委員長 谷口 智昭

開催日　　2020年 2 月23日　　参加者数　　38名
会　場　　兵庫県福祉センター
第1部講師　　近藤 健太氏（日本社会福祉士会 生活困窮者支援委員会 委員）
第2部パネリスト　　近藤 健太氏（神戸市長田区福祉事務所）
　　　　　　　　　　三谷 百香氏（芦屋市社会福祉協議会 相談支援係係長）
　　　　　　　　　　畑中 浩成氏（神戸障害者就業・生活支援センター主任就業支援員）
　　　　　　　　　　泉　 　翔氏（NPO法人ウィークタイ代表理事）
コーディネーター　　谷口 智昭氏（生活困窮者支援委員会委員長）
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としての課題をどうするかが重要であり、また、「生きる意欲」を得るためのつながりを作る場が
必要とのお話がありました。
　今回は「就労支援」と「生活困窮者支援」について、ひきこもり支援という社会的孤立の課題
を考える場としました。かなり大きなテーマで、時間が押してしまいましたが、また機会を設けて、
取り上げていきたいと思います。最
後に、ソーシャルワーカーは本人の
置かれた状況の多様性を認め、「本人
主体、つまり課題解決の主体を本人
に置く」ことと、援助のためのエン
パワメントとストレングスの視点が
何よりも不可欠ということを改めて
確認した研修でした。

 

広  告

この広告は、広報委員会有志により規程の広告料を出し合い掲載しています。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

これからも初心を忘れず

広  告

広  告
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

胡中　智礼

樹下　和幸

冨田　洋介

近藤　健太

𩵋住　　剛

山内　賢治

福田　崇徳

谷口　智昭

國本　康夫

原田　和明

植戸　貴子

村上　弘幸

岸　　剛健

福井　良江

サービス提供エリア　兵庫県南西部

広  告

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。
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事務局情報
会　員　数
　正会員1,745名（2020年 2 月末現在）
　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入
会をお誘いください。
　転居、または転職や異動などにより職場が
変わった場合は、住所変更届を必ず事務局へ
提出して下さい。
※こうのとり通信は、メール便にて発送して
います。郵便局への転居届では転送されま
せんので、本会事務局までご連絡ください。

理事会報告
第 5回理事会
開催日時：2019年12月21日　13：30～16：00
開催会場：兵庫県福祉センター　202
出席理事：岡本、谷口、𩵋住、薄木、土谷、

西川、宮崎、山下、中原、福本、
塩尻、槌谷、西池、岡

出席監事：なし
＜審議事項＞
○2020年度事業計画（案）及び予算（案）、
予算編成方針について
◯会員管理事務委託解除に伴う事務について
○処分決定通知書無効確認請求事件について
○兵庫県行政書士会と兵庫県社会福祉士会と
の連携と協力に関する包括協定（案）につ
いて
○2020年度理事改選について

第 6回理事会
開催日時：2020年 1 月18日　 9：30～12：00
開催会場：兵庫県福祉センター　202
出席理事：岡本、谷口、𩵋住、薄木、西川、

宮崎、中原、福本、塩尻、槌谷、
岡

出席監事：伊地知

＜審議事項＞
○2020年度事業計画（案）及び予算（案）に
ついて
◯2020年度年間スケジュールについて

第 7回理事会
開催日時：2020年 2 月15日　
開催会場：兵庫県福祉センター　202
出席理事：岡本、伊東、𩵋住、薄木、西川、

宮崎、山下、溝田、中原、福本、
塩尻、西池

出席監事：なし
＜審議事項＞
○役員任期の考え方について
◯職員就業規程の改正について
◯育児・介護休業規程の改正について
◯職員給与規程の改正について
◯ハラスメント防止についてのガイドライン
について
◯バリアフリー展について
◯2020計画策定のためのワークショップにつ
いて
◯相談委員会　委員長の変更について
　現）西垣和仁⇒新）大庭絵里
◯社会福祉士国家試験当日に解答速報のＨＰ
掲載等について
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今後の予定
　2020年度　理事会・総会のご案内
【理事会開催日程】
第 1回　理事会　 5月16日（土）
第 2回　理事会　 6月27日（土）
第 3回　理事会　 7月18日（土）
第 4回　理事会　10月31日（土）
第 5回　理事会　12月19日（土）
第 6回　理事会　 1月16日（土）
第 7回　理事会　 2月20日（土）
第 8回　理事会　 3月27日（土）

【総会開催日程】
第22回　総会　6月27日（土）
　　　　（2019年度決算）兵庫県福祉センター
第23回　総会　3月27日（土）
　　　　（2021年度予算）兵庫県福祉センター

　協議事項等がありましたら、各理事又は事
務局へご連絡ください。

　　　　事務局連絡先　　　　

【事務局】
　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
　〒651-0062
　　　神戸市中央区坂口通2-1-1
　　　兵庫県福祉センター5階
　　　電話：078-265-1330
　　　FAX：078-265-1340
【事務局員】
　事務局長　　西野　佳名子
　事務局員　　中村　智穂美
　事務局員　　北野　和香子
　事務局員　　胡中　智礼
　事務局員　　加戸　陽子
　事務局員　　笹岡　久美
　事務局員　　萩原　美千紘
【事務局メールアドレス】
　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp
【ぱあとなあ兵庫事務局】
　電話：078-222-8107
　　　partner-jimu@hacsw.or.jp
【研修申込専用メールアドレス】
　　　entry@hacsw.or.jp

2020年度に兵庫会主催にて、「未成年後見人養成研修」を開催します

＊日程　2020年10月10日（土）、10月11日（日）
＊場所　兵庫県福祉センター１階多目的ホール
＊定員　50名予定　＊受講費２万円　
＊対象　ぱあとなあ名簿登録者で、未成年後見人等候補者名簿に登録を目指すもの

詳細については、こうのとり夏号にて掲載し、受講者を募集いたします。
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